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参　　　　考　　　　資　　　　料
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(1)受賞者について　
1　氏　名　　　ピーター・フランシス・コーニツキー（Peter Francis Kornicki）
2　生　年　　　1950年
3　現　職　　　英国 ケンブリッジ大学東洋学部東アジア学科長、同大学教授、

同大学ロビンソン・カレッジ副所長
4　略　歴
　　　1950年　　　　英国バークシャー州生まれ

1972年　　　　オックスフォード大学東洋学部卒業学士号取得

1972年-73年 　文部省奨学金学生として旧東京教育大学に留学

1975年　　　　オックスフォード大学修士号取得

1979年　　　　同大学博士号取得

1978年-82年 　オーストラリア・タスマニア州立大学講師

1983年-84年 　京都大学人文科学研究所助教授

1985年-　　 　ケンブリッジ大学講師・助教授・教授

2001年

英国学士院会員

2011年

オックスフォード大学文学博士

2012年

全欧学士院会員
（受賞歴）
1992年

国際交流基金奨励賞（林望と共に受賞）

1993年

ロンドン・ジャパン・フェシティヴァル賞

2004年

オックスフォード大学・リンカン・カレッジ名誉所員

（主要著作等）

著書

○The Reform of Fiction in Meiji Japan, Oxford Oriental Monographs No.3 (London:Ithaca press,1982).

○La bibliothèque japonaise de Léon de Rosny(Lille: Bibliothèque Municipale de Lille, 1994). 

○The book in Japan: a cultural history from the beginnings to the nineteenth century (Leiden: E. J. Brill, 1998) [paperback edition published by University of Hawai’i Press in 2001].

○Catalogue of the early Japanese books in the Russian State Library (Moscow: Pashkov Dom, 1999).

○The Iwakura Embassy 1871-73, volume IV Continental Europe 2 (Matsudo: The Japan Documents, 2002).

○Catalogue of the early Japanese books in the Russian State Library, vol. 2 (Moscow: RSL Centre for Oriental Literature, 2004).

○Having difficulty with Chinese? The rise of the vernacular book in Japan, Korea and Vietnam (Cambridge University Library, 2008).

○Catalogue of pre-modern Japanese maps held in the British Library (British Library, 2011)
共著

○Japan, with P. Spry-Leverton (London: Michael O’Mara, 1987).


[オランダ語訳 1988; ドイツ語訳  1989] 

○Early Japanese Books in Cambridge University Library: A Catalogue of the Aston, Satow and von Siebold Collections, with N. Hayashi (Cambridge University Press, 1991).

○The Cambridge Encyclopedia of Japan, co-editor with Richard Bowring (Cambridge University Press, 1993).

○Catalogue of the early Japanese books in the Pushkin State Museum of Arts, the State Museum of Oriental Art, and the Russian State Library, with B. G. Voronova and A. Yusupova (Moscow: Pashkov Dom, 2001).

○Catalogue of the Japanese coin collection (pre-Meiji) in the British Museum, compiled with Shin’ichi Sakuraki and Helen Wang (London: British Museum Publications, 2010).
○F.V.ディキンズ書簡英文翻刻・邦訳集 : アーネスト・サトウ、南方熊楠(他)宛、共編：岩上はる子（東京・エディション・シナプス）
編書

○Religion in Japan: arrows to heaven and earth, co-editor with I. J. McMullen (Cambridge University Press, 1996).

○Meiji Japan, editor (London: Routledge, 1998), 4 volumes.

○The female as subject: Women and the book in Japan, edited with Mara Patessio and Gaye Rowley (Ann Arbor: Center for Japanese Studies, University of Michigan, 2010).

データベース

○欧州所在日本古書総合目録
　
1998– http://base1.nijl.ac.jp/~oushu/

○Bibliography of Japanese history to 1912

2000– http://www.ames.cam.ac.uk/jbib/bibtitle.html

　　　

(2)贈呈理由
ピーター・コーニツキー教授は、英国ケンブリッジ大学教授にして、同大学東洋学部東アジア研究科長および同大学ロビンソン・カレッジ副所長の任にある、英国における日本研究の代表的研究者である。

氏は、オックスフォード大学卒業後、筑波大学の前身東京教育大学に留学、オーストラリア・タスマニア州立大学講師、京都大学人文科学研究所助教授を経て、1985年よりケンブリッジ大学において、研究・教育に従事し、英国学士院会員（2001年）、全欧学士院会員（2012年）にも推挙されている。

氏の研究分野は、広くは漢字文化圏の中国、ベトナム、日本の書籍・リテラシーにわたるが、中でも日本の江戸時代の書籍文化に対する業績が群を抜いている。

代表的な著述としては1998年にライデンで刊行され、のちにペーパーバック版としても刊行された『日本の書籍―始発より19世紀にいたる文化史』（The book in Japan:　a cultural history from the beginnings to the nineteenth century ）があり、数十本にのぼる論文には、日本語で著された論文だけでも、「貸本文化比較考」（1984）、「地方出版について」（1985）、「寛政十年の近江国犬上郡東沼波村農民所蔵の書物に関する報告書」（2003）、「江戸前期の女性と漢籍」（2004）、「江戸時代における写本のパブリケーション」（2004）、「江戸時代の写本の可能性」（2007）などがある。

また、氏は、明治以後、ヨーロッパにもたらされた日本古典籍の調査という、フィールドワークにおいても、大きな業績をあげている。1988年に林望氏と共同で欧州所在日本古書総合目録プロジェクトを立ち上げ、その成果の一端が『ケンブリッジ大学所蔵和漢古書総合目録』（1990）として、1992年度の国際交流基金国際交流奨励賞を受賞した。さらに、この総合目録プロジェクトは、フランス、ドイツ、イタリア、ベルギー等、広くヨーロッパ各地の図書館・文庫に所蔵される日本古典籍の書誌調査を行ったもので、その結果は2001年より、国文学研究資料館のサーバーを介して、「コーニツキー・欧州所在日本古書総合目録データベース」（http://base1.nijl.ac.jp/~oushu/）としてＷＥＢ公開されている。その点数はすでに13000点を超えており、今後更に情報量の増加が期待されるところである。

　今日、我が国においても欧米を初めとする諸外国に所蔵される日本古典籍の調査・研究が、人間文化研究機構の在外資料調査プロジェクト等によって実施されるようになったが、コーニツキー氏による、欧州所在日本古典籍の調査・研究はその先鞭を付けた活動として、大きく評価されるべき業績である。

　以上の理由により、コーニツキー氏に今回の山片蟠桃賞を贈呈することを決定した。
 (3)受賞者メッセージ
英国
ケンブリッジ大学教授
ピーター・コーニツキー
第24回山片蟠桃賞受賞のお知らせを突然のメールでいただき大変に驚いたことは申し上げるまでもありません。海外の日本研究に携わる者にとっては、西洋の学者に認められるよりも、日本で評価されることの方が意味深いことであり、一瞬喜悦の感にひたりました。しかし、その後歴代の受賞者の方々のお名前を拝見し、私自身の業績のまだ至らないことを思い知り、喜びの気持ちよりも恐れ多い気持ちになりました。とは言え、このたび、大阪府および山片蟠桃賞審査委員会からご推薦を受けたことは誠に嬉しく、謹んで御礼を申し上げたいと思います。

いささか自叙伝的な話になりますが、私がオックスフォード大学東洋学部に入学して日本学を始めたのは1969年のことで、何とすでに四十年以上も前のことになります。一年目を終えて夏休みに初めて日本を訪れる機会に恵まれました。二ヶ月間一年生の授業で覚えた日本語を何とか使いながら昭和45年の日本を味わいました。実はその時に到着したのは羽田ではなく大阪国際空港でしたので、当然のことながら実際の日本を初めて経験したのも大阪でした。大阪万国博覧会の会場をぐるぐる歩き回るうちに教科書とは違う日常の話し言葉が次第に分かるようになりました。数日後、金銭的な余裕のなかった私は新幹線を避けて当時まだ運行されていた夜行急行「銀河」に乗って東京に向かいました。当時の東京では排気ガスの汚染が激しく、スモッグで小学生が道で倒れたという報道があり、また軍帽に白い浴衣姿の旧軍人が駅の近くに佇んでいる悲しい姿も見かけました。こうして振り返ってみるとこの四十年の間に日本がどれほどの変貌をとげたかに改めて驚かざるを得ません。

その初めての日本体験に動かされてか、帰国してからはそれまでよりも真面目に勉強するようになり、卒業後は日本研究に従事することとなり、今に至っております。 主として明治以前の書籍（漢籍、刊本、写本を問わず）が何を物語ってくれるかというような文化史的研究がその中心となっております。このような研究には書誌学の素養が不可欠であり、蔵書印や書入れなどを求めて全国を回りましたので、各県・市立図書館の地方史専門の方々には大変にお世話になり、また相当のご迷惑もおかけしたことと思います。

私が研究活動を続けることが出来たのはひとえに京都大学などの指導教官はじめ、全国の図書館の司書の方々、また日本の友人や同僚の鞭撻や援助に負うものであります。ここに心からの感謝の意を表したいと思います。

(4)過去の受賞作、受賞者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(年齢・職名・国名は受賞当時)

	回・年度
	著　　　作
	著　　　者
	国　名

	第１回 
（昭和57年度）
	“World Within Walls"をはじめとする著作
（日本文学史の研究）
	ドナルド・キ－ン(60)
（コロンビア大学教授）
	アメリカ合衆国

	第２回 
（昭和58年度）
	“Lessons from History"をはじめとする著作
（新井白石の翻訳）
	ジョイス・アクロイド(65)
（クイーンズランド大学教授）
	オーストラリア連邦

	第３回 
（昭和59年度）
	『日本語の中のオランダ語』をはじめとする著作
（日蘭交流史の研究）
	フリッツ・フォス(67)
（国立ライデン大学名誉教授）
	オランダ王国

	第４回 
（昭和60年度）
	『日本의万葉集』をはじめとする著作
	金　思燁(ｷﾑ  ｻﾖｯﾌﾟ)(73)
（東国大学校教授兼同大学校付設日本学研究所長）
	大韓民国

	第５回 
（昭和61年度）
	『１０－１３世紀日本文学における日記と随筆』をはじめとする著作
	ヴラジスラフ・ゴレグリヤード(54)
（ｿ連･科学ｱｶﾃﾞﾐｰ東洋学研究所ﾚﾆﾝｸﾞﾗｰﾄﾞ支部極東部長兼ﾚﾆﾝｸﾞﾗｰﾄﾞ大学日本語科主任教授）
	ソビエト社会主義共和国連邦

	第６回
 （昭和62年度）
	『日本古典文学事典』をはじめとする著作
（古典文学の研究）
	アール・マイナー(60)
（プリンストン大学教授）
	アメリカ合衆国

	第７回
 （昭和63年度）
	『道行文』をはじめとする著作
	ジャクリーヌ・ピジョー(49)
（パリ第７大学教授）
	フランス共和国

	第８回
 （平成元年度）
	『１８世紀日本の『徳』の諸相－大坂商人の学問所・懐徳堂』をはじめとする著作（近世思想の研究）
	テツオ・ナジタ(53)
（シカゴ大学教授）
	アメリカ合衆国

	第９回
 （平成２年度）
	歴史的日本に対する文明論的あるいは学問的考察に基づく一連の著作
	サー・ヒュー・コータッツィ(66)
（元駐日英国大使）
	英国

	第10回
 （平成３年度）
	“The Tale of Genji"(『源氏物語』全訳）の翻訳をはじめとする一連の著作
	エドワード・サイデンスティッカー(70)
（コロンビア大学名誉教授)
	アメリカ合衆国

	第11回
 （平成４年度）
	『坂本龍馬と明治維新』をはじめとする一連の著作（日本近世、近代史の研究）
	マリウス・ジャンセン(70)
（プリンストン大学名誉教授）
	アメリカ合衆国

	第12回
 （平成５年度）
	『御堂関白記』をはじめとする著作
（御堂関白記の翻訳と詳細な注釈）
	フランシーヌ・エライユ(64)
（国立高等研究院教授）
	フランス共和国

	第13回
 （平成６年度）
	『大英図書館蔵日本古版本目録』をはじめとする著作（大英図書館収蔵の日本古版本の書誌研究）
	ケネス・ガードナー(70)
（元大英図書館東洋コレクション副主席）
	英国

	第14回
 （平成７年度）
	奄美・沖縄を中心とする調査と研究をはじめ、民族学的考察に基づく日本研究の一連の著作
（奄美・沖縄を中心とする民族学研究）
	ヨーゼフ・クライナー(55)
（ボン大学教授、ﾄﾞｲﾂ-日本研究所所長）
	ドイツ連邦共和国

	第15回
 （平成８年度）
	『中日文化関係史論』をはじめ、日本の歴史と文化の研究に基づく一連の著作
（歴史・文化の考察及び日中文化関係史の研究）
	周　一良(ｼｭｳ  ｲﾁﾘｮｳ)(83)
（北京大学教授）
	中華人民共和国

	第16回
 （平成９年度）
	『地球と存在の哲学環境倫理を越えて』にいたる一連の著作（風土論を通した日本文化研究）
	オギュスタン・ベルク(55)
（国立社会科学高等研究院教授･現代日本研究所長）
	フランス共和国

	第17回
 （平成10年度）
	日本研究推進への多年の貢献と、『古事記』の言語学的考察による一連の著作
	ヴィエスワフ・コタンスキ(83)
（ワルシャワ大学名誉教授）
	ポ－ランド共和国

	第18回
 （平成11年度）
	多年にわたる日本文学・日本文化史研究の功績と『もう一つの中世像』を中心とする一連の著作
（物語絵本や尼僧（門跡尼寺）の研究）
	バーバラ・ルーシュ(67)
（ｺﾛﾝﾋﾞｱ大学日本文学･文化名誉教授､中世日本研究所所長）
	アメリカ合衆国

	第19回
 （平成12年度）
	『近世畸人の芸術』と、日本美術研究に関する一連の著作（日本の仏教美術史・近世絵画の研究）
	ジョン・ローゼンフィルド(76)
（ハーバード大学東洋美術史名誉教授）
	アメリカ合衆国

	第20回
 （平成13年度）
	“Embracing Defeat"（邦訳『敗北を抱きしめて』）をはじめとする一連の著作（日本の戦後史の研究）
	ジョン・ダワー(63)
（マサチューセッツ工科大学教授）
	アメリカ合衆国

	第21回
 （平成16年度）
	『余暇を通じてみた日本文化』『拳の文化史』をはじめとする余暇社会学、娯楽史的分野に関する一連の著作（日本の戦後史の研究）
	セップ・リンハルト(60)

（ウィーン大学日本学科教授）
	オーストリア共和国　

	第22回
 （平成19年度）
	 “A Waka Anthology, Volume One”をはじめとする一連の著作
	エドウィンＡ.クランストン(75)　　　　
（ハーバード大学日本文学教授）
	アメリカ合衆国　

	第23回
 （平成22年度）
	『日蔵漢籍善本書録』をはじめとする一連の著作
	嚴　紹璗(70)
（北京大学教授）
	中華人民共和国


(5)山片蟠桃について
山片蟠桃(やまがたばんとう、1748～1821)

　大坂の豪商升屋の大番頭として活躍するとともに、『夢ノ代』を著して、封建制下に驚くべき合理主義を展開した、江戸時代後期の町人学者。本名は長谷川有躬、のち山片芳秀と改めた。通称は升屋小右衛門、蟠桃はその号である。
　播磨国印南郡神爪村(現、兵庫県高砂市〉に生まれ、大坂に出て升屋の別家を継いだが、本家升屋の苦境に際して敏腕をふるい、仙台藩にかかわりつつ、仙台藩および升屋の財政再建に成功した。しかも升屋を、全国数十藩を相手とする大名貸に成長させた。これにより、1805年(文化2年)升屋の親類並み（親類次席）にあげられ、公儀から徳行を賞されてもいる。
　学問は、懐徳堂で中井竹山・履軒に儒学を学び、さらに麻田剛立に新しい天文学を学んで、蘭学にも深い関心を持つに至った。生涯を通じての学問上の成果は、大著『夢ノ代』12巻に集大成されている。卓抜な経済論をとなえ、一切の神秘主義を否定して無神論を主張するだけでなく、地動説を確認したうえで、宇宙には私たちの太陽系と同じものが無数に存在するという、大胆な大宇宙論さえ展開した。この創意と創見とに満ちた現実的・合理的思想は、近代的世界観成立史上、とりわけ光彩をはなつものである。
